
(様式第 7号) 

令和 4年度 年度評価表 

１ 指定管理施設の概要 

施設名 青葉山ろく公園(グリーンスポーツセンター、パターゴルフ場、多目的広場等) 

指定管理者 一般財団法人舞鶴市スポーツ協会 

設置目的 
自然とのふれあいや憩いの場、レクリエーションの場を提供し、野外活動・体験活動を通じて青少年の

健全育成に寄与し市民の余暇活動の充実を図る場とするため。 

選定方法 公募・非公募 指定期間 平成 31年 4月 1日 ～ 令和 6年 3月 31日 

所管課 市民文化環境部人権啓発・地域づくり室地域づくり支援課、文化スポーツ室スポーツ振興課、

建設部土木課 

２ 利用状況等の推移 

 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 年度 

利用者数(人) 11,620 7,375 6,679 9,268  

利用料金(円) 4,724,500 2,752,250 2,497,150 3,721,450  

指定管理料(円) 22,200,000 22,700,000 22,700,000 22,700,000  

３ 成果(数値)目標の達成状況 

成果(数値)目標の種類 市設定目標 年間目標(A) 実績(B) 達成率(B/A) 

グリーンスポーツセンター 7,400人 7,000人 6,586人 94％ 

パターゴルフ場 5,500人 5,000人 2,682人 54％ 

(自主事業)グリーンスポーツセンター 2回以上 4回 19回 475％ 

(自主事業)パターゴルフ場 7回以上 8回 9回 113％ 

４ 収支状況                                         (円) 

収入 支出 

利用料金 3,721,450 人件費 16,375,345 

指定管理料 22,700,000 維持管理費 9,751,195 

事業収入 512,710 事業費 320,700 

その他 564,562 その他 1,497,449 

合計 27,498,722 合計 27,944,689 

差額 △445,967 

５ 所管課による評価 

項目 評価 コメント 

(1) 事業計画の達成度 

成果(数値)目標を達成しているか 

△ 

コロナ禍の影響が昨年より少なくなり、前年度と比較して利用者

数が回復傾向、グリーンスポーツセンターにおいては年間目標を

ほぼ達成となった。利用者が公園を楽しめるよう、利用者目線の

イベント等の企画の実施により積極的に運営がされていた。パタ

ーゴルフ場では、ポイント制や回り放題プラン、冬季利用の開始

で多くのリピーター獲得策、幅広い世代の意欲を掻き立てる様々

な競技大会が開催された。次年度は、新型コロナ感染症の感染症

法上の位置付けが第 5 類に移行したことにより、さらに来客数の

増大が見込まれ、事業実施による収益増が期待できる。 

施設の将来的な構想(ビジョン)に沿

った運営を行ったか ○ 
青少年の健全育成に寄与し、市民の余暇活動の充実に資するため、

幅広い年代層を取り込めるよう様々なイベント等を行うなど、適

切な運営を行った。 

施設の果たすべき使命(ミッション)

を果たしたか ○ 
野外活動を通じ、青少年の健全育成に寄与し、市民の余暇活動の

充実に資するため、幅広い年代層が参加できるイベント等を通じ

適切な運営を行った。 

市指定事業、自主事業は計画どおり

行われたか 〇 
コロナ禍の影響も少なくなり、自主事業の変更、中止を伴うもの

も特段なく、年間目標には若干及ばないものの、可能な範囲で実

施されている。 

利用者数の増加、利用率の上昇など

が図られたか 
〇 

熱気球による係留飛行体験やドッグ・フェスタなど、子どもから

高齢者まで幅広い年代層を取り込めるようなイベント等の企画、

パターゴルフ場の大会開催など集客につなげる取組が実施されて

いる。新型コロナ感染症の感染症法上の位置付けの第 5 類移行に

よる来客数の増大に期待する。 

(2) 利用者の満足度 

利用者の満足が得られたか 
○ 

常に利用者目線に配慮したサービス向上策を実施、利用者からの

要望は積極的に実施し満足度向上につなげた。 

利用者の意見・要望の把握は適切に

行われたか 
○ 

アンケート箱を設置するなど、積極的に利用者の声を聞き取るよ

う工夫が見られた。 



利用者の要望・苦情への対応は十分

に行われたか 〇 
アンケート箱の設置や利用者の苦情等聞き取りによりパターゴル

フ場の藤棚撤去、滑り台の修繕、グリスポ利用者の円滑な入退場

等、利用者の希望、要望等は速やかに聞き入れ対応している。 

(3) 管理運営の効率性 

経費の節減が図られたか 
〇 

マルチスタッフの更なる育成充実による柔軟な人員配置、職員の

コスト意識を向上させ、節電・節水に努め、スタッフによる修繕

等、常に施設内の経費削減を実施している。 

委託費、物品の購入費等の経費が最

小となるような取組が行われたか 
○ 

職員で対応可能な修繕や委託業務は積極的に実施するとともに、

地元住民と共同した環境美化等を積極的に実施した。 

収入増加のための取組が行われたか 
〇 

子どもから高齢者まで幅広い年代層を取り込めるようなイベント

等の企画、パターゴルフ場の大会開催など集客につなげる取組が

実施されている。 

(4) 適正な管理運営 

適切な人員配置が行われたか 〇 マルチスタッフの配置など適切な運営体制が図られている。 

職員の能力向上のための取組が行わ

れたか 
〇 

接待研修、マルチスタッフ育成、作業器具の取扱い、安全研修な

ど能力向上に取り組んでいる。 

施設の平等な利用が行われたか ○ 適切に行われていた。 

個人情報の管理が適切に行われたか ○ 適切に行われていた。 

情報の公開が適切に行われたか ○ 適切に行われていた。 

収支状況や会計処理が適切か 
〇 

様々な取組により収入は増加したが、当初予算を超える修繕費が

生じたことにより赤字決算となったものである。 

施設・設備の法定点検及び保守が適

切に行われたか 
○ 

適切に行われていた。 

備品等の管理が適切に行われたか 〇 適切に行われていた。 

危機管理、安全対策などは十分か 
○ 

パトロールにより巡回点検、遊具の定期点検、早めの修繕を随時

実施し、危険個所の排除をするとともに、遊具の点検マニュアル

を作成するなど対策が取られている。 

法令等を遵守し、適正な管理が行わ

れたか 
○ 

適正に行われていた。 

(5) その他コメント 

サービス向上 

前年度から続くコロナ禍の影響により、利用者が減少するなど厳しい運営が続いたが、昨

年 3月の新型コロナ感染症に係るまん延防止措置の一斉解除以降、外出志向の高まりにより

利用者が戻りつつある。そのような情勢の中でも、感染対策をとりながら利用者の安全を図

り、安心して利用できる環境を提供できていた。昨年度の実績を活かし幅広い年代層が楽し

く参加しやすいイベント等の実施、ポイント制によるリピーターの獲得、公園全体を使った

ウォーキング、ヨガ教室、さらに利用者ニーズに応えたパターゴルフ場の冬季開設など新た

な利用者獲得に向けた取組も実施されてきた。次年度は、新型コロナ感染症の感染症法上の

位置付けが第 5類に移行したことによる利用者数の増加に大いに期待するところである。 

経費削減 

職員及び利用者の経費節減意識を向上させ、常日頃から節電・節水に努め、修繕などは、

職員で可能なことは職員で実施し、また、環境美化は地元住民と協働実施するなど主体的な

経費削減対策を実施している。また、マルチスタッフの更なる育成充実させ、効率的な人員

配置と職員の能力向上にもつなげている。 

施設の維持・管理 
パトロールによる安全確認、定期的な遊具点検と点検マニュアルの作成、早目の修繕対策

など、利用者への安全を図り、また花壇の増設や受付周辺の修飾など施設美化の工夫をしな

がら利用促進につなげている。 
※ (1)から(4)までにおける評価区分 

◎(優)： 協定書、仕様書等の基準を遵守し、その水準より優れた内容である。 

○(良)： 協定書、仕様書等の基準を遵守し、その水準に沿った内容である。 

△(可)： 協定書、仕様書等の基準を概ね遵守しているが、内容の一部に課題がある。 

×(不可)： 協定書、仕様書等の基準を遵守しておらず、改善の必要な内容である。 

６ 選定委員会による評価 

評価点 3.5点 
※左記の点数は、各委員が次の 5 段階評価を行い、その点数を平均したものです。 

5：良い、4：やや良い、3：普通、2：やや悪い、1：悪い 

総評 

経費削減の工夫がなされている。 

自主事業に努力されている。 

自主事業の開催回数については評価できるが、開催回数のわりに収入が少ないと思われる。自主事業の料

金設定を検討されたい。 

冬場使用できない時期があるにもかかわらず、様々な事業を企画していると思う。 

市外からも利用者を呼べるよう広域で広報してほしい。 

《参考》 過年度の評価点 

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 年度 平均 

4点 3.5点 3.2  3.56点 

 


